
ある日とつぜん 岩手県の太田薬師に 

なぞの巨大怪物体があらわれた。４本のうでをもつ ぶきみな てきだ。

からだ中から 赤いオーラが ほのおのようにふきだしている。

「オレのＶＶＶＦブラスターがきかないなんて ロックじゃねぇ……!」

「……じぶんのこうげきも はが立たないです」

Ｅ６ネックスとＥ７アズサでかけつけた ハナビとタイジュは くやしそう。

そのとき 大宮支部で しれいを出すアブトから つうしんが入る。

「どうやらそいつは エージェント・カイレンのようだ !」

カイレンとは かつてのシンカリオンうんてんし──速杉ハヤトたちが 力をあわせてたおしたキトラルザスだ。

そのキトラルザスが なぜかふっかつしてしまったのだ。

カイレンは４つの剣をＥ６ネックスとＥ７アズサに いきおいよくなげつける !

「うわああああぁぁぁぁぁ !!!」

２たいのシンカリオンＺが 大きくふっとばされてしまった。

Ｅ６ネックスのうでと Ｅ７アズサのあしが うごかない。

「ふたりとも いますぐ大宮に もどるんだ !

  まずは Ｅ６とＥ７をしゅうりする。

  そして Ｅ５とＥ６にあたらしいシステムをくわえる !」

ハナビとタイジュが なにごとかと かおを見あわせる。

「パーフェクトＺ合体だ !!」

アブトは どうどうと言いはなった。                               つづく                             
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